
「社会保障・税一体改革」をやめさせ、応能負担で社会保障の拡充を！ 
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６．２行動まであと７日 「一体改革」許すな！ ５００人以上でアピールを！ 
ノボリ・ゼッケンなど用意し、勤医労・年金者組合の参加目標１００名 

 

６月２日の「ＳＴＯＰ！消費税増税、「一体改革」許すな！ いのちと暮らしを守るアピール行動」まで、

あと一週間になりました。勤医労は、ノボリやゼッケン、横断幕な

どを用意し１００名の参加目標で準備しています。年金者組合も１

０支部１０名、１００名の参加めざして取り組むなど、各団体で準

備しています。 

国会の審議の中で、消費税増税分１３・５兆円のうち７兆円は社

会保障に使われず、財政赤字の穴埋めや大企業減税に回され、『消費

税増税分の全額を社会保障財源化する』という言い分はまやかしで

あることが明らかになっています。 

国民の世論と運動を広げ、「一体改悪」をやめさせ、社会保障拡充

へ転換させましょう。６月２日は、５００以上の参加で、宣伝、集会、パレードを行い、いのちと暮らしを守

るアピール行動を成功させましょう。 

 
アピール行動の内容  日 時 ６月２日（土）  会 場 大通公園西３丁目 

１３時～街頭宣伝、１３：３０～パレード前集会、１４時～ パレード 
今後の国民大運動実行委や消費税廃止道連絡会との共同行動の予定 

 ５月３１日（木）12：15～45 紀伊国屋札幌本店前 ６月 ７日（木）17：30～18：00 三越前  

６月１５日（金）12：15～45 マツキヨ前      ６月２１日（木）17：30～18：00 三越前    

 

旭川生活保護問題で あさひかわＳＯＳネットが市福祉保険部と懇談 
 
5 月 25 日、旭川・上川社保協も参加する「あさひかわＳＯ

Ｓネット」が、旭川市福祉保険部と、生活保護問題で懇談し

ました（今回で４回目）。（懇談の一部を紹介します） 

「旭川市も相談件数が増え 2010 年度 2076 件で申請件数は

65％。付き添いがあるなしで対応の違いはないか」との質問

に、市側は「対応が異なることはない」と回答。また、「昨年

１年間のＳＯＳネットの相談事例では約４割は疾患があり、その半分は精神疾患。障害・母子・ＤＶなど相談

事例が多いので丁寧な対応をしてほしい」と要請し、「対応します」と回答。旭川市では、精神科を廃止した

病院もあり、なかなか受診できないことも問題になってきています。 
「補足率が低い、生保保護を周知する工夫が必要です。深川市でポスターを掲示しています」との要望に「公

共連絡会議で、公共料金を払えない困窮世帯へ知らせるチラシを作成し目に付きやすいところに置くよう協力

を要請しています。水道局はＯＫ、北電も理解を示し、旭川ガスは道内の状況を見ながら前向きに検討すると

なっています」と回答。 
ＳＷの一人当の担当件数は４月現在 98。「件数も多いが複雑になっている」と回答、人員増の必要性は共

有しています。 

北海道医療計画などの見直しはじまる 計画に住民の要望を反映させましょう！
5 月 22 日、北海道総合保健医療協議会・第１回計画特別委員会が開かれ、「北海道保健医療福祉計画」や

「北海道医療計画」の見直し作業が始まりました。 

委員会は毎月開催し、11 月には素案を作り、医療審議会を経て、12 月にパブリックコメント、地域の意

見交換会を行い、2月に原案を作成し道議会を経て３月に告示される予定です。作成指針では、精神医療や

在宅医療も加わりました。 

２次医療圏の設定について、検討要件である現医療圏の面積や基幹となる病院までのアクセス時間の資

料も提出されています。住民の命と健康を守る計画にするため、住民の要望を届けましょう。 


